
東日本大震災に伴って生じた被災自動車の処理状況等について 

（平成 25 年７月 11 日時点） 

 

 

１） 東日本大震災による被災自動車のうち、所有者等により処理が行われな

いものについては、地元自治体が処理。 

岩手県、宮城県及び福島県の沿岸市町村において、これまでに仮置場に

移動した被災自動車は、累計で約７万２千台。このうち、①車両ナンバー

等により所有者が判明したものは約５万６千台、②車両ナンバー等が確認

できず所有者等が判明していないものは約１万６千台。 

 

２） 仮置場に移動した被災自動車（約７万２千台）のうち、①所有者が引き

取ったものは約１万６千台、②地方自治体が引取業者に引き渡したものは

約４万８千台。 

 

３） 番号不明車両のＡＳＲ等については、特定再資源化預託金等（使用され

ることがなくなったリサイクル料金）を特別に活用して、処理。 

 

４） 仮置場に移動した被災自動車の引き渡しについては、平成２６年３月ま

でに概ね完了する見込み。 

資料６－１ 



（参考） 

被災自動車の主な処理フロー 

 

 

被災車両の確認

仮置場への移動
（約７万２千台）

車両ナンバー等が
確認できた車両
（約５万７千台）

番号不明車両
（約１万５千台）

所有者等への意
思確認

所有者等が引
取り
（約１万２千台）

地方自治体
に処分を委任

入札等により引取業者に引渡し
（約３万３千台）

預託されたリサイクル料
金によりＡＳＲ等を処理

特定再資源化預託金等（使用され
ることがなくなったリサイクル料金）
を特別に活用し、ＡＳＲ等を処理

岩手県 宮城県 福島県 合計

約17,700台 約52,000台 約1,900台 約71,600台

② 約13,700台 約40,300台 約1,500台 約55,500台

③
②のうち、所有者が引き取った（予定含む）被災自動車
の数

約1,900台 約14,000台 約300台 約16,300台

④
②のうち、いまだ所有者等と連絡が取れない等所有者
の意思確認が行われていない被災自動車の数

約4,000台 約7,500台 約400台 約12,000台

⑤
②のうち、所有者等により自治体に処分が委ねられた
（予定含む）被災自動車の数

約7,800台 約18,700台 約800台 約27,300台

⑥　④、⑤のうち、自治体が引取業者に引渡し
た被災自動車の数

約11,900台 約24,600台 約500台 約36,900台

約4,000台 約11,700台 約400台 約16,000台

⑧
②のうち、自治体が引取業者に引渡した被災自
動車の数

約4,000台 約7,500台 約100台 約11,600台

約17,700台 約46,100台 約900台 約64,700台

注４）　四捨五入しているため、必ずしも各項目の合計は一致しない。

注３）　上記の他、仮置き場に移動せず、自治体に処分が委ねられた被災自動車が約1,000台ある。

⑦　①のうち、車両ナンバーや車検証、車台番号
　が確認できず、所有者等が判明しない被災自動

注１）　数値は十の位で四捨五入している（かっこ内を除く。）。

注２）　警戒区域内の町は本調査の対象外。

⑨　これまでに引渡しが行われた被災自動車の数（③＋⑥＋⑧）

被災３県の沿岸市町村における被災自動車の処理について（平成25年７月11日現在）

県名

①　これまでに仮置場に移動された被災自動車の数

①のうち、車両ナンバーや車検証、車台番号により
所有者等が判明した被災自動車の数

（約５万６千台）
（約１万６千台）

(約 1万６千台)

（約４万８千台）


